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え
て
い
る
（
図
１
）
。
こ
れ
は
国
の
一
連

の
経
済
対
策
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
国
の
当
初
予
算
で
は
「
地
域
活
力
基

盤
創
造
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
、
第
１
次

補
正
予
算
で
は
「
地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
」
と
「
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
が
、
第
２
次

補
正
予
算
で
は
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
た
。

　

地
方
債
は
建
設
事
業
債
な
の
で
市
町
で

ま
ち
ま
ち
だ
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
平

成
21
年
度
に
急
増
し
て
い
る
。

　

歳
入
合
計
は
一
連
の
経
済
対
策
に
よ

り
、
三
重
県
市
町
の
平
均
は
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
微
増
し
て
い
る

が
、
そ
の
構
成
比
を
見
る
と
一
般
財
源
の

割
合
が
平
成
20
年
度
67
・
０
％
か
ら
平
成

21
年
度
60
・
０
％
に
落
ち
て
い
る
。

　

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

世
界
金
融
危
機
以
降
、
日
本
の
経
済
は
立

ち
直
り
の
傾
向
を
見
せ
な
い
。
予
想
通

り
、
基
礎
自
治
体
は
そ
の
あ
お
り
を
平
成

21
年
度
に
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に

自
動
車
産
業
な
ど
の
輸
出
に
頼
っ
て
い
る

製
造
業
が
盛
ん
な
自
治
体
へ
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
財
政
計
画

の
地
方
税
は
、
平
成
21
年
度
に
▲
10
・

６
％
、
平
成
22
年
度
に
▲
10
・
２
％
と
大

幅
に
下
げ
、
平
成
23
年
度
に
は
微
増
に
転

じ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
三
重
県
の
傾
向

を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

地
方
税
は
平
成
21
年
度
に
全
て
の
三

重
県
市
町
で
減
収
に
な
っ
て
い
る
。
下

げ
幅
が
大
き
か
っ
た
の
は
玉
城
町
の
▲

13
・
５
％
、
多
気
町
の
▲
12
・
６
％
、
鈴

鹿
市
の
▲
12
・
０
％
、
い
な
べ
市
の
▲

10
・
４
％
で
、
県
平
均
▲
５
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
法
人
住
民
税
を
見

る
と
玉
城
町
▲
66
・
３
％
、
鈴
鹿
市
▲

71
・
４
％
、
い
な
べ
市
▲
78
・
４
％
と

な
っ
て
お
り
、
前
述
の
と
お
り
世
界
経
済

は
じ
め
に

歳
入
に
つ
い
て

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
影
響
を

大
き
く
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
上
記
４
つ
の
市
町
の
地
方

税
に
お
け
る
法
人
住
民
税
の
割
合

が
、
平
成
20
年
度
で
は
15
％
以
上

と
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と

も
、
影
響
を
受
け
や
す
か
っ
た
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
方
交
付
税
（
普
通
交
付

税
）
の
三
重
県
市
町
の
平
均
を
見

る
と
、
平
成
20
年
度
か
ら
増
収
に

転
じ
て
い
る
（
図
１
）
。
前
年
度

比
の
伸
び
率
を
見
る
と
平
成
20
年

度
は
＋
５
・
２
％
、
平
成
21
年
度

は
＋
８
・
９
％
で
、
平
成
22
年
度

は
＋
15
・
０
％
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
平
成
23
年
度
の
地
方
財
政

計
画
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
平
成
23

年
度
も
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
れ
は
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
平

成
20
年
度
よ
り
「
地
域
再
生
対
策
費
」

の
創
設
４,
０
０
０
億
円
（
都
道
府
県

１,
５
０
０
億
円
、市
町
村
２,
５
０
０
億

円
）
が
、
平
成
21
年
度
よ
り
「
地
域
雇
用

創
出
推
進
費
」の
創
設
５,
０
０
０
億
円
と

地
方
一
般
歳
出
の
５,
０
０
０
億
円
増
額

が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
平
成
22
年
度
に

は
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」
に
代
わ
り

「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」

の
創
設（
約
１
兆
円
）が
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
財
源
の
合
計
は
、
三
重
県
市
町
平

均
で
平
成
21
年
度
ま
で
こ
の
４
年
あ
ま
り

変
動
せ
ず
、
増
減
幅
も
2
％
程
度
に
収

ま
っ
て
い
る
。
税
収
の
落
ち
込
み
を
交
付

税
で
補
っ
て
い
る
様
相
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
度
の
国
庫
支
出
金
は
下
げ
止

ま
っ
て
い
た
平
成
20
年
度
の
約
２
倍
に
増

H18 H19 H20 H21 H22（見込）
普通交付税 3053380 2923388 3075310 3350465 3771173
国庫支出金 1829386 1785748 1777950 3499417
地方債 2023931 1925694 2143370 1911985

図１．三重県市町の平均（歳入）
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額
の
財
源
不
足
額
）
」
を
発
行
し
、
国
は

基
本
的
に
は
「
一
般
会
計
加
算
（
既
往
法

定
分
）
」
等
で
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、

折
半
対
象
財
源
不
足
は
国
が
２
分
の
１
を

「
一
般
会
計
加
算
（
臨
時
財
政
対
策
特
例

加
算
）
」
か
ら
負
担
し
、
地
方
が
２
分
の

１
を
「
臨
時
財
政
対
策
債
」
と
し
て
発
行

す
る
。
国
の
一
般
会
計
加
算
は
地
方
の
地

方
交
付
税
の
財
源
確
保
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
る
が
、
現
状
の
税
収
入
の
状
況
下
で

は
、
結
果
的
に
そ
の
多
く
を
国
が
赤
字
国

債
で
賄
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
折
半

ル
ー
ル
の
下
、
地
方
も
多
額
の
臨
時
財
政

対
策
債
（
赤
字
地
方
債
だ
が
、
元
利
償
還

金
は
そ
の
全
額
が
後
年
度
交
付
税
措
置
さ

れ
る
）
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
ま
ま
の
経
済
状
況
だ
と
結
局
の

と
こ
ろ
は
、
未
来
の
も
し
く
は
次
世
代
の

税
金
で
国
と
地
方
の
借
金
を
返
す
こ
と
に

な
る
。

　

日
本
人
の
多
く
は
な
る
べ
く
税
金
や
負

担
を
払
わ
ず
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
福
祉

や
社
会
保
障
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
や
不

良
債
権
に
よ
る
金
融
危
機
後
の
、
国
や
経

済
界
主
導
に
よ
り
行
わ
れ
た
景
気
対
策

は
、
所
得
税
と
住
民
税
の
減
税
や
公
共
事

業
を
行
い
、
そ
の
減
収
分
と
財
源
を
国
と

地
方
の
借
金
に
よ
り
賄
い
、
景
気
の
回
復

に
よ
っ
て
税
収
の
回
復
を
狙
う
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
地
方
財
政
計
画
を
見
る
と
平

成
16
年
度
以
降
、
税
源
移
譲
も
あ
っ
た
が

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
起
こ
る
平
成
20
年

度
ま
で
地
方
税
は
伸
び
た
。
し
か
し
、
実

感
な
き
経
済
成
長
で
非
正
規
労
働
者
が
増

え
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
は
現
在
、
税
に
対
す
る
考
え
方
の

過
渡
期
に
あ
る
と
思
う
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
税
制
が
よ
い
の
か
国
民
は
選
択
す
る

こ
と
と
な
る
。
極
端
な
例
を
あ
げ
る
と
、

１
つ
に
は
北
欧
の
よ
う
に
高
福
祉
高
負
担

で
高
い
税
金
を
払
っ
て
き
め
細
か
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
、
い
わ
ゆ
る

大
き
な
政
府
。
も
う
１
つ
は
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
低
福
祉
低
負
担
で
低
い
自
己
負
担

比
率
を
維
持
し
自
己
独
立
・
自
己
責
任
が

強
い
社
会
を
形
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
小
さ

な
政
府
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
・
ロ
ー
ン
以
前
の
よ
う
に
国
や
自
治
体

で
は
な
く
個
人
が
借
金
を
し
て
自
国
の
経

済
を
支
え
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
新
興
国
が
成
長
す
る

世
界
経
済
の
中
で
日
本
経
済
の
パ
イ
は
な

か
な
か
増
え
な
い
。
競
争
社
会
の
中
で
人

心
は
荒
み
、
無
縁
社
会
と
い
う
言
葉
が
も

て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
場
で
競
争

だ
け
で
な
く
、
共
生
の
概
念
も
教
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
現
在
、
少
子
高

齢
化
で
多
額
の
借
金
を
後
世
に
残
す
こ
と

は
大
き
な
危
険
性
を
伴
う
。

　

現
世
代
の
責
任
は
、
世
代
間
の
不
公
平

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
所
得
税
の
累
進
性
の
回
復

や
利
子
・
配
当
所
得
等
の
分
離
課
税
を
な

く
す
こ
と
で
公
平
性
を
担
保
し
、
消
費
税

も
そ
れ
相
応
に
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
を
生
み
や
す
く
子
育
て
の
し
や
す
い
社

会
を
実
現
し
、
世
代
間
で
な
る
べ
く
不
公

平
の
な
い
社
会
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

＋
20
・
７
％
と
＋
18
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

投
資
的
経
費
は
北
勢
地
域
、
伊
勢
志
摩

地
域
を
除
き
平
成
21
年
度
（
前
年
度
比
＋

４
・
２
％
）
に
伸
び
て
い
る
。
特
に
東
紀

州
地
域
と
伊
賀
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
＋
47
・

１
％
と
＋
42
・
６
％
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
。
「
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
」
や

一
連
の
「
地
域
活
性
化
関
連
交
付
金
」
事

業
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
21
年
度
に
は
物
件
費
や
特
に
補
助

費
等
も
伸
び
て
い
る
。
「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
の
地
球
温

暖
化
対
策
や
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
安
全
・
安
心
の
実
現
等
の
事
業
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
。

　

平
成
23
年
度
は
地
方
税
、地
方

交
付
税
が
微
増
の
見
通
し
で
あ

る
。し
か
し
、地
方
交
付
税
の
基
と

な
っ
て
い
る
地
方
財
政
計
画
も
近

年
大
幅
な
財
源
不
足
に
陥
っ
て
お

り
、そ
の
不
足
額
は
平
成
21
年
度

に
は
10
兆
４,
６
６
４
億
円
、平
成

22
年
度
に
は
18
兆
２,
１
６
８
億

円
、平
成
23
年
度
に
は
14
兆
２,

４
５
２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
財
源
不
足
は
、
国
と
地
方
の
折

半
ル
ー
ル
を
基
に
補
填
さ
れ
る
。

折
半
対
象
以
外
の
財
源
不
足
は
、

地
方
が
「
財
源
対
策
債
（
投
資
的

経
費
の
充
当
す
る
地
方
債
の
割
合

を
高
め
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
地

方
債
）
」
や
「
臨
時
財
政
対
策
債

（
過
去
に
発
行
し
た
臨
時
財
政
対

策
債
に
か
か
る
元
利
償
還
金
相
当

　

三
重
県
市
町
の
普
通
会
計
に
お
け
る
歳

出
合
計
の
平
均
は
、
歳
入
同
様
こ
の
4
年

微
増
が
続
い
て
い
る
。

　

義
務
的
経
費
を
見
る
と
こ
の
４
年
ほ
ぼ

横
ば
い
だ
が
、
人
件
費
が
減
り
扶
助
費
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
（
図
２
）
。

　

人
件
費
の
平
均
に
つ
い
て
は
、
こ
の
4

年
の
ピ
ー
ク
時
の
平
成
19
年
度
と
比
べ
平

成
21
年
度
は
▲
４
・
９
％
と
減
少
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
伊
勢
志
摩
地
域
の
減
少
が

大
き
く
、
平
成
18
年
度
と
比
べ
平
成
21
年

度
は
▲
11
・
６
％
に
な
っ
て
い
る
。

　

扶
助
費
の
平
均
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
と
比
べ
平
成
21
年
度
に
＋
17
・
６
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
中
勢
地
域
と

北
勢
地
域
の
伸
び
が
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ

歳
出
に
つ
い
て

地
方
財
政
と
国
債

過
渡
期
に
あ
る
日
本
の
税
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２
０
１
０
年
12
月
１
日
（
水
）
三
重
地

方
自
治
労
働
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

か
す
み
が
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
の
猪

野
亜
朗
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
前
号
に
引
続
き
講
演
内
容

の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

定
型
の｢

う
つ
病｣

と
非
定
型
の
「
う
つ

病
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
定
型
的
な

「
う
つ
病
」
は
真
面
目
で
完
ぺ
き
主
義
、

仕
事
中
毒
の
人
が
「
う
つ
病
」
に
な
る

ケ
ー
ス
で
、
特
に
中
高
年
の
人
に
多
い
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
若
い
人
の
場
合
は
若
干
タ

イ
プ
の
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
非
定

型
う
つ
病
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
幾
つ
か

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
定
型
的
な
「
う
つ

病
」
は
う
つ
気
分
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
非
定
型
う
つ
病
」
で
は
、
う
つ
気

分
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
楽
し
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
結
講
楽
し
め
る
、
友
人
と
楽
し

く
遊
べ
る
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
元
気
に

や
っ
て
い
る
な
ど
、
場
に
よ
っ
て
気
分
が

楽
に
な
る
と
い
う
「
気
分
の
反
応
性
」
が

あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
定
型
的
な
「
う
つ
病
」
の
人

は
食
欲
が
落
ち
る
の
で
す
が
、｢

非
定
型

う
つ
病｣

の
人
は
逆
に
過
食
を
起
こ
し
ま

す
。
定
型
的
な
「
う
つ
病
」
の
人
は
不
眠

に
な
り
ま
す
が
、
逆
に
よ
く
寝
る
（
過
眠

に
な
る
）。ま
た
、「
非
定
型
う
つ
病
」
で

は
、
手
足
が
鉛
の
よ
う
に
重
く
感
じ
る
、

対
人
過
敏
で
周
り
の
人
達
に
過
敏
に
反
応

す
る
、
ま
わ
り
か
ら
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
に

過
敏
に
反
応
を
起
こ
す
な
ど
の
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
う
つ
病
」
と
言
わ
れ
る
人
た

ち
の
中
の
約
３
割
が
「
Ⅱ
型
双
極
性
気

分
障
害
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
軽
い

「
躁
」
の
時
期
と
「
う
つ
」
の
時
期
が
交

互
に
や
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の

病
気
で
す
。
１
週
間
ぐ
ら
い
元
気
で
バ
リ

バ
リ
仕
事
を
し
て
い
た
と
思
う
と
、
そ
の

後
落
ち
込
ん
で
気
分
の
波
が
大
き
い
。
こ

の
よ
う
な
人
の
場
合
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
な
ど
を
併
発
し
て

い
る
場
合
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

職
場
で
の
様
子
は
、
治
療
を
進
め
る
う

え
で
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。
治
療
方
法
や

お
薬
も
違
い
ま
す
。
職
場
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
言
え
ま
す
。

　

次
は
う
つ
気
分
や
疲
労
、
不
眠
が
あ
る

時
に
「
飲
酒
す
る
こ
と
は
危
険
だ
」
と
い

う
話
を
し
ま
す
。
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
に

比
べ
て
、
飲
む
人
の
自
殺
の
危
険
性
は
高

く
な
り
ま
す
。
２
合
以
上
飲
む
人
は
飲
ま

な
い
人
の
約
２
・
５
倍
の
自
殺
の
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
自
殺
対
策
も
去
年
ぐ
ら
い
か
ら

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
「
う
つ
病
」
対
策

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
も
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
う
つ
病
」
の
人
が
大
量
に
飲
酒
す
る
こ

と
は
極
め
て
危
険
で
す
。
皆
さ
ん
も
職
場

で
「
う
つ
病
」
の
方
に
お
酒
を
勧
め
る
こ

と
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
友
人
が

「
う
つ
病
」
で
元
気
を
無
く
し
て
い
る
の

で
一
席
設
け
て
励
ま
そ
う
と
考
え
る
の

は
、
普
通
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
自
殺
の

危
険
性
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
は
少

量
だ
と
気
分
が
良
く
な
る
の
で
す
が
、
多

量
飲
酒
は
抑
う
つ
状
態
を
招
い
て
し
ま
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
泣
き
上
戸
」
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
酩
酊
は
攻
撃
性
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
川
海
老
蔵
さ
ん

は
、
酩
酊
に
よ
っ
て
こ
の
攻
撃
性
・
衝
動

性
が
出
て
事
件
を
起
こ
し
、
怪
我
も
し
た

の
で
す
。
ま
さ
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用
な

の
で
す
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
海
老
蔵
さ
ん

は
、
相
手
の
髪
の
毛
を
引
っ
ぱ
っ
た
と

か
。
相
手
も
酩
酊
し
て
い
る
の
で
余
計
攻

撃
的
に
な
り
、
制
御
が
効
か
な
か
っ
た
の

で
す
ね
。
こ
れ
は
衝
動
性
が
外
に
向
か
っ

た
ケ
ー
ス
で
す
。
内
に
向
か
え
ば
、
自
殺

企
図
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
の
酩
酊
は
色
ん
な
意
味
で
怖
い
で

す
ね
。

　

次
に
、
「
う
つ
病
」
の
最
近
の
治
療
技

法
に
つ
い
て
２
点
、
話
し
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
認
知
行
動
療
法
で
す
。

英
国
で
は
、
「
う
つ
病
」
治
療
の
方
法
と

し
て
、
ま
ず
最
初
に
、
認
知
行
動
療
法
を

や
り
な
さ
い
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
治
療
は
抗
う
つ
剤
の
乱

用
な
ん
で
す
。
薬
の
治
療
が
乱
用
さ
れ
、

い
ろ
ん
な
問
題
が
起
こ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
最
近
の
臨
床
で
は
こ
の
認
知
行
動
療

法
が
入
っ
て
き
て
、
「
う
つ
病
」
の
治
療

だ
け
で
な
く
、
予
防
に
も
効
果
的
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
職
場
で
も
拡
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
認
知
行
動
療
法
の
考
え
方
を
説

明
し
ま
す
。
出
来
事
や
現
象
が
起
こ
っ
た

時
に
、
「
自
動
思
考
」
と
言
う
の
で
す

が
、
私
達
人
間
に
は
、
そ
の
人
の
考
え
る

癖
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
癖
に

沿
っ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

「
自
動
思
考
」
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
思
考
を

持
つ
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
の
落
ち
込

み
や
不
安
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
、
「
合
理
的
な
思
考
」
「
バ
ラ
ン
ス

思
考
」
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
落
ち
込

ま
ず
に
済
む
、
「
う
つ
病
」
に
な
ら
な
く

て
済
む
、
再
発
し
な
く
て
済
む
と
い
う
こ

と
を
、
ア
ー
ロ
ン
・
ベ
ッ
ク
と
い
う
先
生

が
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
薬
物
療
法

と
同
じ
く
ら
い
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
う
少
し
説
明
を
加
え
ま
す
と
、
「
自

動
思
考
」
と
は
、
そ
の
人
特
有
の
思
考
の

癖
で
す
。
「
自
動
思
考
」
に
は
、
白
黒
思

考
（
現
実
は
灰
色
で
あ
っ
た
り
、
ま
だ
ら

模
様
で
あ
る
が
、
白
か
黒
か
で
考
え
て
し

ま
う
）
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
（
悪
い
方
ば
か

り
に
考
え
て
し
ま
う
）
、
極
端
化
思
考

（
物
事
を
極
端
に
考
え
て
し
ま
う
）
、
す

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
　
猪
野 

亜
朗 

氏
の
講
演
（
そ
の
２
）

定
型
の「
う
つ
病
」と

　非
定
型
の「
う
つ
病
」

飲
酒
の
危
険
性

認
知
行
動
療
法
と

 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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べ
き
思
考
（
こ
う
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
し

ま
う
と
、
こ
う
な
ら
な
い
と
気
が
す
ま
な

い
）
、
先
読
み
思
考
（
今
、
考
え
て
も
ど

う
し
よ
う
も
な
い
の
に
、
先
を
考
え
、
10

年
先
の
こ
と
ま
で
考
え
悩
ん
で
し
ま
う
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

「
自
動
思
考
」
は
、
一
つ
や
二
つ
を
誰

で
も
持
っ
て
い
る
思
考
で
す
。
こ
う
い
う

「
自
動
思
考
」
に
入
り
か
け
た
と
き
に
、

自
分
に
合
図
し
て
「
合
理
的
な
思
考
」

｢

バ
ラ
ン
ス
思
考｣

に
戻
し
て
、
落
ち
着
い

た
感
情
に
持
ち
込
ん
で
い
く
、
こ
れ
が
認

知
行
動
療
法
で
す
。
「
自
動
思
考
」
を
改

め
る
だ
け
で
も
気
分
は
随
分
楽
に
な
り
ま

す
。

　

も
う
一
つ
の
治
療
技
法
は
、
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
い
わ
ゆ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
で

す
。
市
町
村
で
は
合
併
な
ど
で
知
ら
な
い

人
と
一
緒
に
な
っ
て
働
く
、
そ
う
い
う
環

境
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
ず
に
ス
ト
レ
ス
を
か
ぶ
っ
て
し
ま

う
、
「
う
つ
病
」
に
陥
る
。
こ
ん
な
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
約
束
」
と
い
う
考
え
方
を
職
場

で
活
か
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
と
、
表

１
の
通
り
で
す
。
意
見
が
違
っ
た
場
合
な

ど
、
侮
辱
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
り
、
全

人
格
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
受
け
止
め
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
互
い
が
歩
み
寄
り
、
合
意
す
る
。

こ
れ
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
約

束
」
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
る
県
立
病
院
の
病
棟
詰
め
所
に
こ

の
約
束
を
貼
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
考

え
方
で
や
れ
ば
、
お
互
い
傷
つ
け
な
く

て
、
伝
え
易
い
の
で
す
よ
と
い
う
事
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
セ
ル
フ
ケ
ア
で
す
。
予
防
の
た
め

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

２
年
ほ
ど
前
に
島
悟
先
生
が
三
重
県
職
員

を
対
象
に
講
演
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
半

年
後
に
す
い
臓
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
が
、
次
の
よ
う
な
民
間
事
業
所
の
例

（
表
２
）を
使
っ
て
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
我
々
に
島
先
生
が
残
し
て
く
れ

た
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
成
果
主
義

と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
外
国
の
方
法

が
ど
ん
ど
ん
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
と
並

行
し
て
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
悪
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
に
は
合
わ
な

い
、
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
「
和
」

で
は
な
く
、
競
争
す
る
関
係
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
社
会
に
と
っ
て

不
幸
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
私
か
ら
の
お
話
で
す
。

表1.コミュニケーションの約束
「私たちは次のことを理解し、良い人間関係を築いていくための目標とします。」
原則

1.人は皆、誰からも尊重され、大切にされる必要があります。
2.人は皆、他人の期待、他人の意見に対して、自分の考えを述べ、自分の行動を認め、それを表現し、その結

果について責任を持っています。
3.人は皆、過ちをするものです。一人一人には限界があり、脳は不完全だからです。

自分の感情に気づく
1.自分の感情に気づき、その自分らしさを大切にして、時期を選んで伝えます。
2.自分の感情を相手のせいにはしない。なぜなら、自分の感情は自分の脳の中で生じたものであり、同じ出来

事でも、時によって、人によって、生じる感情は異なるからです。

伝える
1.「あんたは」「おまえは」を主語にして話すと、相手を非難し、責める響きとなり喧嘩になりやすいので、

「わたしは」「ぼくは」を主語にして話します。｢私は心配したわ」、 「ぼくは・・・と思う｣というよう
に。

2.提案は、簡明に、冷静に、可能なら複数の案を提示するように努めます。
3.私に｢嫌なこと｣がある場合、「私の嫌なこと｣を伝えなければ、相手は｢私の嫌なこと｣が分からないので、

「私の嫌なこと」を適切な機会に伝えるよう努めます。

受け止める
1.意見の違いがあるだけなのに、非難されたと感じたり、恐れ、脅威、不安を感じて自分を守ろうとしてしま

いやすいものです。
2.相手から｢はい｣、「いいえ」のどちらの答えが返る可能性もあるということを認めなければなりません。な

ぜなら、感じ、考え、判断する脳はそれぞれ別の脳であるからです。
3.「はい」、「いいえ」のどちらの答えが返ってきても、OKであるという心の準備をするよう心がけなけれ

ばなりません。
4.相手から｢いいえ｣の返事があるときや、相手に「いいえ」と答えるとき、不満や不快を感じることがありま

す。そのとき、正確に自分の意見が伝わったかを確かめ、誤解があれば、それを正し、伝わっていない部
分は別の言葉で補うよう努めます。

5.｢いいえ｣という答えは、二人の間で「意見」が一致しなかっただけであり、私の人格や価値観を否定された
ものではありません。それぞれ脳が違うのだから感じ方も考え方も判断も完全には一致するはずがないか
らです。

6.自分の伝えたい気持ちや相手の気持ちを正確に知るために、また、安定した関係を続けるために、適切な時
間と空間の｢間｣を置く事が大切な場合があります。

歩み寄り、合意する
1.相手の気持ちを配慮しながら、言葉や心を尽くし、違いを恐れず、代案を考え、譲り合える点、妥協できる

点、歩み寄る点を柔軟に見つけていくことを私達は目指します。
2.私たちは｢理解された｣と感じるとき、最も癒されるのです。

表２．民間事業所の例
☆朝礼の復活、夕礼、さらに昼礼へ　　　☆定期的な課内会議　　　☆フレックス制度の事実上の廃止
☆会社内でのコミュニケーションにおいて、メールの制限
☆ＱＣ活動（品質管理の手法を用いて具体的な業務課題の解決に取り組み、その品質の適正保持・
　効率化・改善などの対策を考え、実践する活動）の活性化
☆社内イベントの復活　　　☆フラット化した組織を再編（中間管理職の増加）
☆成果主義の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島  悟先生講演録より）

予
防
の
た
め
の

　
　
　セ
ル
フ
ケ
ア


